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りんごに於ける有袋果及び無袋泉の

成分比較について

武田俊司

[ 1 ]緒言

りんご栽培に於て，」↓ミ賓を害するりんごシンクヒムシ類の1象防に，被袋は茜だ有効適切な鹿

置であるが，多大の費用と努力を必要とする。

然しながら石友水の撒ギliが， りんごシンクヒムシ類の果責l人jへの嘉入忌避に有効で、ある事が

賓験に依り明かにせられ13〉14)，共の後賞際栽培に於ける結以内から，無袋設培の可能で・ある~y..が立設

された。

1fl~袋栽培に使用する石次ノkは， t世干!i;!走及ぴ撒マ'fi回数からみて，樹の生理的作ー月j/C何tqs;かの影

響があるのではないかと忠われる。従う~相・禍矧に:ll:fする枇5長期lのJ散布によって，金酸量が減少す

る事を司教青しているが町， りんごに於ては，::ti次7J，撒ギliのf!!i;袋県が普通栽培の布袋県に比して，

佐々風味の相違をラ~す事が指摘される場合がある。

本質験に於ては， 1'J袋県と石次7J<J1泣干lîの f!!~袋県とのIH1 /C， J皇、L味を支配する内容成分に相違を

認め得られるか否かをう;1¥るために， ~品質成熟期!， Jtl'械具)jにilVって内容成分の消長をIlfjかにし有

袋県と無袋~の成分合量をよじ蚊検討した。

;4;よ賞験は品敬疫の御指導により質施したものであり，御指導を賜ったJ品先生批びに静岡先生

に)Hし， i栄甚なる謝意を去する。

[lIJ 賢駿材料及び費強直

賞験材料は北海道大惨附嵐長場に栽杭せる 32:.¥三生訓， 15 (.¥'-生脳(札幌退場)， 30年生紅玉及

び困光(余市農場)をHJいた。

賞品設匡は下記のおi く設け，それに到し次の如き IJ巴括管日1及び薬剤1i~(1'lî を行った。
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両足 CAJ 封照区

CBJ 石次水撒;fIj匝

7品 CAコ 封照医

CBJ 石次水撒布千，j袋!必

CCコ 石次水撒ギiif!\~袋匝

紅玉，岡光(Aコ :t:i:bミ， DDTi.昆m撒布有袋匝
CBJ 石次， DDTi.昆m撒ギíj1!!~袋医

各匝とも供試樹童文は夫々 1;本を使!tJした。

〔肥 培〕 ・祝，旭に於ては 4月12日に 1j:M首り硫安200t，c，過燐酸1::;次300匁1を施肥した。

又毎年度様肥入;立を栽粧し鋤込んで、いる。

紅玉，国光に於ては 4 月 13 日に 1 樹首り信，，~，~j 400 I;J，硫安 400I;J，過燐酸石次600I;J.， 盟.

化対l里200I;J.を施肥し， l.丘肥として 5月23日に硫安 300!J].， 盤化力nA200!J].を施した。

〔薬剤撒11iJ 11散布液151.に封する薬剤の量

(ifoll. >>-び旭〉

I散布期日 f散布波 I斗に 3討する各苦薬剤の量

4月 23EI 

F月 13日

6月 7[1 

Be 50 1可決硫黄合剤

Be 0.5" 石灰硫黄合剤十枇椴鈴 20匁

Be 0.40 石灰硫黄合剤十枇酸鈴18匁十DDTI2匁
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生石炭 60匁
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(紅玉園光〉

j散布潟!日散;(Iii皮 1斗に濁する各薬剤の量

4月 21n I Be 50 石灰硫黄合剤!
5月 1. R I Be 0.70 石灰硫黄合剤十枇自主鈴 18匁十石灰30匁
5月 9日 I B岳0.50 石炭硫黄合剤十枇椴鈎 18匁十カぜイン石灰 10匁
6EI 1EI I Be 0.30 石灰硫黄合淘!十DDT18匁十カぜイン石灰5匁

6月 26日 |生石灰 60匁

7月 6日 !生石灰60匁十DDTI8匁

7月 18日 I生石灰 60匁
8月 5 EI . I生石灰60匁十 DDTI8匁
8月 18日 IDDTI8匁
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〔袋掛J 6 n 25-27日に寅施した。
〔除袋〕 収穫I1Ij7-10日に行った。

[IIIJ 賓験方法

(A) 分析試料 備知に於ては県貨の赤道耐着色部の県皮下 3mmの部分よりi立候 18mlu，

!手さ 3mm の [UI盤を切りとりヂl'茸し，字L鉢 ~I:'でヲピ分限*ill し，恭首17kにて泣tU後，協過水洗し，憾

な支を稀料して一定量とした。協過E革法は ijo~紙のままとり i股粉の:t量に14ちした。

ザ{機酸に於ては， Jn賞より搾汁して得た汁液を，遠心分離器にかけて夫雑物を分離し，上没
波の一完全をと2り恭i官ノkにて時J料1ー完全となし供i(}¥液とした。

(B) 分析方法

a) 合水量，隣類の場合と同様に，よn貰から 3mmの民!盤をとり， 90GCに保った恒温乾燥

器'1'に24時間放置後，秤量し，その減量を水分合量とした。

b) PH，よ七色法をJI1いて PH債をこ測定した。

c) 全醍，供ii.相支より一定量をとり， Phenol-Phtaleinを指示薬として n/lOO-NaOHを以て

川:t~し， りんご般として換算し全般量とした。

d) 街組， i塁j心情量は mikro-Bertrand Method仰によって主主 L.，甫j萄樹量として表わし

7ζ。

非illjcfifは25%HCI KてJm!)，分解L， 中手IIf~え敵性としたる後一定量となし，還冗舶の場合

と同様の方法で情量を求め，還元瞬量との去を以って非還元桝量とした。

e) 殴粉，泌過浅法を施紙のままとり，水及び25%-HCIを力11へ， Jm水分解後中手11徴酸性

となし，蒸溜水で碕耕一先輩とする。後，還元艇の場合ど同棋に椀量を求め， 係数0.9を采じて

i股粉並とした。

[lV) 賓験成績反び考察

第 1 去より2í~ 9去に渉って，各品種~IH亡，有袋県及び、無袋月ミの諸J~分量に就いてまとめた。

之等の去を参照して， ÕJ(に各成分の泊長と有袋県及び虫!~袋月:の成分量を比較する。

日)合水量， 各衣に示す虫fIく 4d M~l(;!l.;. )j~ I実)"11の合次長は 8796-89%のIHJを仙似しているも

のが多い。 86%以下及び90%以上を示すものは 2，3例を教へるのみである。 故r:ミiと故低%tの

三12は悶光で 3.54%，紅ミl三は1.18%であるが，合7JdltのiJlIJ).Ii各朋に於ける援化は一).Iiの傾向を有し

てはいない。
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多くの研究者は来賓中の合ノK量は成熟過程の初期を除いて，大きな鑓化を認められないと報

告している。即ち NELLER& OUERLY (1926/" ，神谷氏 (19.16/0)，は紅玉に就て夫々 83-85%

87-89%の水分合有率を認めている。貯蹴期HrJf:þに於ても iji~l谷氏等は水分合有率の明瞭なる鑓化

を有したいと報告しているイ然し BABCOCK(1912)は多種類の県貨は貯蹴中に水分合有率を増加

する事を報告し， とれを泉質内の物質代謝に{:l{り生成されたノJえに帥している。然しながら，貯蹴

中に失う水分を考慮に入れるならば，物質代謝により生成された水分によって，明瞭なる水分合

ザi~容の増加があるか否か，更に詳細な賞験を要すると考えられる。

有袋県と fn~袋県とのli\lに於て，水分合千f王手は明瞭な~;~異を認める事は 111.米ない。

b) PH; 成熟初期jに於て， il師は PH3.0，旭は 2.9を示し， 成熟にwって漸火 PHの上昇を
示し，完熟期に至ると祝に於ては PH3.4， JIliでは 3.3を示す。紅玉，図光に於ても，成熟にf!ドヲ

て PHt買は漸次上昇し完熟期lの PH慨は夫 k，3.2及び3.4を示す。貯蹴期1mの PHは各ihs1極何れ

もF合どf出Eイじを認められない。

有袋!長及v:無袋J共に於ては両者・の!日jに測定金J自に渉って 2，3， PHの具る場合が比られ，無

袋1民の PH が出iい場合もあるが，全般的に観ると殆どそのrmに碓貰なる ~I:'~ を認める事は出来ない。

c) 会酸， 各品種共有袋!.f~及び虫!~袋果に係、らすτ， 成熟に作ってその酸量を減少してゆく。

而して隈の減少は成熟の初期に於て，顕著に現れ完熟期に近づくと漸次綬慢となる。収J生後の貯

織に於ては，初jめの内は減般の割合も少ないが，長期間貯滅すれば酸の減少はやや著しくなる様

である。

各品種の、プ己主主恩iに於ける杢酸量は下記の女flくである。

uロ" 種
有袋果!無袋果 It帥有袋果
(%) (%) % 

I~.足 0.41 0.38 一

旭 0.85 0.83 0.82 
-b 

来E 、玉 0.79 0.71 一

1幽 光 0.38 0.35 一

との去からうと熟期jの全醍量は無袋よl!:が千f袋県に比して低い値を示しているが，旭に於ては石

次!J\.撒布の千.j袋*が，主!~袋井ミよりも低い自立を示している。然し県貰の成熟過税に於ては各匿の聞

に一定の傾向を認め難い。 J此紅玉，岡光の場合大体会期を通じて全般量は無袋!.f~が有[袋県に比

して僅かに低い%を示じている。

Jj~貨の成熟に f!ドって酸量が漸次減少する事は BROWNE (1899)")， BIGELO¥Y (1905/)， MAGNESS 

(1922)~ l， NELLER & OVERLY (1926)5¥ iliJ!l谷氏10)等が報告している。然しながら，一方に於ては
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TO，¥lP:iON & WHITTER (1913)，は酸量の鑓化は、一定のものではない:f)l:を報台している。

本質検の結果は， B!WWNE ~.~.;多数の研究者により有企庁されたま11 く，県貨の成熟にnって隈荒:

の減少するを認める事がH~，来る。

j!l~袋県は千{袋県に比し!邑を除く 31111在fi共，多くのlJ4'合隈主は若-nRいが，顕著な、誌を示さや

之を以て千{局な設となす事は出来ないと}目、われる。

d尚)

に完:熟梨執初H則叫に近づづ、く とそのI増白力刈加11の皮はやや顕顕、著になる』幻椋]王iでで、ある o J収!以炊文文対;九?陸韮釘{後支の!附tUi乙蹴j具矧朋;口剖l月jJ件間4首叫i日Hに乙於ては， 非i塁

7岬iの減少をみるが，還元桝は殆ど減少する事なく，場合により却ってi附加するものもみられる。

還元艇は成熟初期に於て収に相官量存夜するにも係ら歩，非還元艇の存在は米だみられない。共

の後 25-30.日経て漸っと現れてくる。而して非還元慣の出現をみてから成熟期までは，その査

を著しく哨カ11するが収穫後に於ては漸次減少し，長JtJj聞の貯械では非還元階の大部分を消火す

る。

BlGELOW ~~;は数品種のりんごに就て賞験し， 完熟見Ilに到るまで還元情及び非還元踏の増加l

を認め，収位11支の貯蔵に於て非還元慣の減少と之に封臨した還元備の増加があると ~M.~~i'ーしている。

然しながら NELLER~:fJ; は成熟後期K於ては故 51，還元f貫主;の境化は殆どみる事が出来なく，会開

iifの1¥1}JII~土非還元慣の増加lに 111 ると iliべている。 .SPOEJI (U119?¥は{止沼町iと械が非還元棋の還元情

への特化を促進する事を示唆しているが， MAGNES3， BfGELO¥¥'は1R慌にMM係しないlFを報告-し

ている。本賞験に於て完熟i却期p剖!リjの非i退立元隣量がi故þ比山〉止幻(~うj を示 Lてをり札，

貯蹴i中|ドIの11呼1呼乎引日吸及刊作o)1川u子f弔噌寺;lE主1t宇三三;によるi泣立元桝のj泊白夫が， 非還元棋の特化を!足L，還元街並の鑓化が出接衣凶i

的に現れないのではなかろうかと必めれる。又非i量元肢の減少は顕著に現れるが， j{'j'蹴中に於て

泣元艇の増加する場合もあるので，呼吸作用による消失のみでなく，低温も又非還元艇の特化を

Iりjけるのであろうと推察される。

i還塁元柄及び

ザ右{袋H浪ミ 4及及びぴ、無袋見込占の4牧尖陸j期則日叫Hに亡於ける査樹量，全殿堂，酸腕率をさ器げ，千J袋月t2えび虫!~袋拭を比較する。

Jj!C穫期に於ける査を糖量及び険機主幹

日
UII 干喰

F、
ノペ， よ正|有袋i金百二lL

ー閤 光

有袋 | 鰍l民

金

金

融

出

咽

も

賀

山

崎

也耳

B
E

訓
M
引

量
量
率
・

6.70 I 7.24 I 8.02 I 7.68 I 7.52 

0.83 I 0.79 I 0.71 I 0.38 I 0.35 

8.07 I 9.16 I 11.28 I 20.20 I 21.42 
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J>.火によると，紅一12を除いては全桝)I~:の主主は顕著に l認められないが，査院fd;は全般fl';H乙 f!!~袋

県がHiかに少ない。而してとの陀かの売によって限前率はやや顕著に鑓勤し，会桝量が少ない場

合に於ても般桝王手l主的iいfll¥を示す。従ってりんごに於ては融情Z容に到してんきく左右するものは

杢限量であろう。 然しながら隈桝卒 1~2 のごじを以てしでは本質験の如き場合， A:賓の{肉体等年

を考慮するならば明瞭な惑を有すると島rrえする事は出来ない。

e) 殿;粉， 耐及び、胞は開花格了後より花托背広の澱粉のI:H現を検したが， 開花絡了後 35~40

日を経てその存在を認占うるqf.が/.1'.来た。その後i殴粉は急逮l乞増加lし7月中下旬に段高f[H.を示し果

賓の成熟の進むに従い;:j~第に減少し，収穫期]にはグft ど泊グとする。紅玉及ぴ岡光に於ては成熟初期

の分析を行わなかったが，大休同椋な経過を辿つで消長するものと推察される。以上の結果は，

ASKEW (1935)4>， HESSE & HITZ (1938)1'>， ~ir[l谷氏守;の報昔と同様である o

無袋*は千f袋果に比してi殿粉の最雨量にj主する時期がやや遅れる絞であるが，多くの場合i暁

粉量は再-:iいf[I'i.を示す肢である。この事l土非還f摺lの場合rc:於てもみられうる現象である。

以上各項円別に述べてきたが，之を要するïCJ~袋果l士有袋果に比較して，全柄景，杢酸景，

限柄率等明瞭なヲ会を有すると認める事l土1+1手いない。

[V]摘要

1) 木賞験lま千f袋県及びJ~袋果の成熟Wl，貯轍!悶にけ於る駅長Jl，殴粉， .~全う~.;の分析を行い，

その消長を知り，雨者・の成分量;の比較をなした。

2) 成熟期，貯蔵明の無袋県及ぴ有袋mに於ては杢Rを長を除いた各成分71;の聞には明瞭な差
異を認める事は1-1¥来ない。

3) !段階期に於ける f.~袋果は千f袋*1乞比じて杢横長は，明瞭な来異を認める事はH-\来ない

が，全般fZ:及び~をWf~に於て多少のづC; を有する傾向を認める:tjT.が tl\来る。

第 1 表品符I; 蹴，有袋[，P~.

月日 I #~試麟! 問 全般

(~6) 

選元糠 |非還元締! 被粉

(%) (%) (~';) 

合水量

(%) 

重頼

吋
均

包

子

7月 5H 10 3.0 1，05 :t70 O 0.97 88.94 40 

7月251'1 10 3.0 0，74 4.30 O 1.81 89.16 61 

8月 58 10 3.0 0.61 4.71 O 1.21 89.13 90 

8月18日 10 3.1 0.56 4.ラ3 0.21 0.75 89.06 113 

8月28B 10 3.3 0.47 4.64 0.74 0.70 89.01 155 

9月 9日 20 3.4 0.41 6.10 1.59 O 90.32 193 

9月14日 10 3.4 0.40 5.71 1.38 O 89.51 185 
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第 2表 品干IR;;飢， f!時袋 ¥.H;.

H
 
p
 

u
E
 

錫
曳
ポ
白
川
町
寸試引ν

H
川

全両者

(%) 

還元糠

(%) 

i殴粉

(%) 

合水量 1"1"均頼頂:
(%) (gr.) 

7月 51'1 10 3.0 1.02 4.01 O 1.02 87.96 45 

7}125日 10 3.0 0.71 4.39 。 2.10 89.19 72 

8月日H 10 3.1 0.61 4.79 O 1.42 89.05 96 

8月18B 10 3.2 0.53 4.87 0.46 1.36 89.00 123 

81'12811 10 33 0.51 ラ.31 1.00 0.66 87.78 169 

9月 911 20 3.4 。目38 6.62 1.37 O 87.40 190 

9月14H 10 3.4 0.38 5.81 1.34 。 88.27 190 

第 3表 品科;旭，無j散布有袋ldK

H
 
p
 

b
え
償
却願式

会L
ユJ'ι供1

4
 

g
tノ

査を 椴

C%) 
選元械 |非選元締殿粉

(%) I (%) I (%) 
合水量 |千均額ifi:

(%) (gr.) 

7月161'1 10 2.9 1.38 3.96 O 1.72 89.06 

7}13011 10 2.9 1.24 4.23 O 1.11 89.11 

8月1011 10 2.9 1.14 4.24 O 0.43 89.08 

8月2311 10 3.0 1.01 4.45 0.28 0.38 89.14 

9月 3H 10 3.1 0.98 4.剖 0.56 0.37 89.05 

9月2111 20 3.2 0.85 5.26 1.53 0.16 86.94 

10月12日 20 3.3 0.77 5.32 1.31 O 87.64 

第 4表 品純;旭， 1'I灰{散布有袋阪

月日 |世間醐IPH I 全般
(%) 

還元糠

(%) 
[非号線|i殿粉

(%) 

含水量

(%) 
|吋重
(gr.) 

7月16¥1 10 1.44 3.94 O 1.76 90.26 44 2.9 

7月30日 10 2.9 1.26 4.16 O 1.21 89.44 66 

8月10¥1 10 3.0 1.33 4.10 。 0.57 89.16 79 

8H23日 10 3.0 1.05 4.34 0.41 0.35 89.15 113 

9月 311 10 3.1 1.04 4.88 0.81 。 89目10 157 

9月21H 20 3.3 0.82 5.12 1.78 0.33 87.08 205 

10月12H 20 3.3 0.79 5.01 1.58 O 88.01 208 

第 5表 品積;旭，石灰1散耳1;無袋臣官.

J1 H |側敗¥PH I 全両者
(%) 

還元締

(%) 
|非ケ[i殿宇!i，

(%) 

合水量

(:;:6) 
|吋霊
(gr.) 

7月16¥1 10 1.39 3.91 O 1.65 89.47 40 

7}J30日 10 2.9 1.26 4.96 O 2.14 89.00 60 

8月10B 10 3.0 I 1.32 4.15 。 1.19 89.48 88 

8月23日 10 3.0 0.95 4.55 0.50 0.72 89.20 125 

9月 31'1 10 3.1 0.94 4.65 1.24 0.33 88.7ラ 161 

9月21H 20 3.3 0.83 4.77 1.93 0.32 87.63 200 

10月12FI 20 3.3 0.77 5.21 1.44 O 87.51 203 
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第 9表 品干iR;*1:-1:，有袋ldlL

H
 

Pム数回H
H
試止川月

金融 | 還元糠 |非還元糖 i澱粉 | 合水量 |平均頼道
(%) (%) (%) (%) (%) (gr.) 

9月 6H 20 3.0 0.98 4.66 0.47 3.22 87.93 88 

9月27日 20 3.1 0.82. 4.81 2.22 1.46 87.78 136 

10月17FI 30 3.2 0.79 5.64 1.60 057 86.28 160 

11月 9E1 30 3.2 0.76 6.55 0.24 O 87.31 141 

12月18日 20 3.3 0.72 6.70 O O . 88.22 146 

2月20日 20 3.3 0.59 7.25 O 。 86.44 134 

第 7署長 品種*1:玉，無袋民

H
 
P
 

数百円同時叶試佐内4a
 

-as 
，
 

••. 
月

金融

(%) 
還元糖 |非還元糖

(%)μ)  

澱粉

(%) 

合水量 |千均頼:!fi:

(%) (gr.) 

9月 6日 20 3.0 0.90 4.98 1.20 3.11 87.57 89 

9月27E1 20 3.1 0.82 5.01 1.56 1.27 87.85 121 

10月17日 30 32 0.71 5.57 2.45 0.39 86.67 161 

11月 9日 30 3.2 0.72 6.71 0.87 。 87.51 139 

12月18日 20 3.3 0.68 6.54 O.ラ6 O 86.44 140 

2月20fl 20 3.3 056 6.96 。 O 87.55 132 

第 8表 品種;凶光，有袋[，fu

月 H

第 8 表 品積;闘光，無袋偲;‘

月 日 |供試頼貫主 IPH 全般 選元糖 1非還元精 l
(;?'';) (~の(%)

10丹20日 30 3.3 0.49 5.62 1.90 

11月22日 30 3.4 0.35 6.11 1.55 

12月20日 20 3.4 0.39 6.14 0.64 

2月23日 20 3.4 0.34 7.02 O 

|千均腕
(gr.) 

102 

110 

107 

113 
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